
様式（１）-①

都市再生整備計画（第１回変更）

リージョン・コアYOKKAICHI
よ っ か い ち

地区

三重県　四日市市
よ っ か い ち

令和４年３月
事業名 確認

都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 185 ha

令和 3 年度　～ 令和 7 年度 令和 3 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

一体型滞在快適性等向上事業の計画
滞在快適性等向上区域の考え方

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/日 H30 R７

人/日 H30 R７

点
（5点満点）

R1 R７

中心市街地における歩行者数（休
日）

中心市街地の回遊性の向上
居心地が良く歩きたくなるまちなか形成の効果を、歩行者数により
評価する。

58,406 61,670

都道府県名 三重県 四日市市
よっかいちし

リージョン・コアYOKKAICHI
よっかいち

地区

計画期間 交付期間 7

JR四日市駅及び近鉄四日市駅の駅前広場整備と連携したまちづくりとして、両駅を結ぶ中央通りの街路空間再編、公園再整備等により、居心地が良く歩きたくなる魅力的なまちなかを形成し、中心市街地における賑わいの創出や都市の魅力向上を図る。

●経緯
　本市は、東西交通の要衝に位置し、古くから東海道の宿場町であるとともに港町として栄え、東海道と湊を繋ぐ街道では、旅館や商店、陣屋などが立ち並び、商業・行政の町として多くの人・モノで溢れた。明治時代には国際貿易港となり、紡績工場や化学工業の立地
が増加する中、鉄道も開通し四日市駅（現 JR 四日市駅）を中心とした往来が盛んになった。
　太平洋戦争では、空襲により市街地の大半が焼失することとなったが、いち早く復興事業に着手し、諏訪に移転した近鉄四日市駅と国鉄四日市駅（現JR四日市駅）との間を幅員 70ｍの道路で結び、沿道に市役所などの官公庁、銀行などの高層建築物を集約し、昭和
50 年ごろには近鉄名古屋線・湯の山線の高架化、近鉄四日市駅西側の土地区画整理等が行われ、現在の駅前広場や中央通り等が整備されるなど、本市の中心部が形づくられた。
　また、臨海部へは石油化学コンビナートが形成され、重化学を核に産業の集積が進み、近年では内陸部に世界最先端の半導体工場が立地するなど、我が国屈指の産業都市として発展を続けている。この都市形成の過程で、居住地は東海道沿道や鉄道沿線から形
成され、その後、高度経済成長期には臨海部への産業集積に伴い急増する人口の受け皿として郊外丘陵部に大規模な住宅団地が造成された。
　当時は、臨海部への産業立地と住まいを分離する政策が取られたこともあり、丘陵部と臨海部の既成市街地との間には農地を含んだゆとりある住宅地が形成されることとなった。
●現況
　新名神高速道路や東海環状自動車道などの広域幹線道路網の整備が進むとともに、リニア中央新幹線の東京―名古屋間が開通する見通しとなっており、四日市市には、東海エリアにおける西の中枢都市として、さらなる飛躍が期待されている。
　こうしたことから、県内最大の人口規模を持つ中部圏域有数の産業都市である四日市市が、さらなる中核的役割を果たし、圏域の活力を牽引し続けていくに相応しい駅前空間の実現に向けて、近鉄四日市駅並びにＪＲ四日市駅の駅前広場等に係る整備の基本的な方
向を固めるため、2017年から学識経験者や市民で構成する「近鉄四日市駅周辺等整備基本構想検討委員会」を全6回開催し、2018年に「近鉄四日市駅周辺等整備基本構想」を策定した。
　また、本年度を初年度とする新総合計画の重点的横断戦略プランにおいて、「ＷＥ ＤО 四日市中央通り」を位置付け、ＪＲ四日市駅及び近鉄四日市駅の駅前広場や歩行空間等の整備・高次都市機能の集積で、居心地が良く歩きたくなる魅力的なまちなかを形成する
ことに取り組むこととしている。
　さらに、総合計画の策定と並行して、都市機能の集積に必要となる立地適正化計画を、本年３月に策定し、目指すべき都市構造の実現に向け、都市機能誘導に係る施策として、中心拠点の都市機能の高度化・集約化を位置付け、その具体的な事業として、近鉄四日
市駅周辺等整備事業を位置付けた。

・2027年のリニア中央新幹線の東京－名古屋間開通により、四日市市は東京2時間圏の都市となり、名古屋圏としての優位性が飛躍的に向上する。本市のさらなる発展、賑わいの再生に向け、この効果を最大限取り込めるような取組が必要。
・近鉄四日市駅前をはじめ、JR四日市駅周辺も整備されてから約50年が経ち、施設等が更新時期を迎えており、老朽化した店舗は解体が進み、空き地となっているケースがある。
・近年マンション建設にともない、居住者が増えてきており、来街者や居住者へのサービスが必要。
・近鉄四日市駅前広場は、バスやタクシー等の交通機能に特化しており、歩行者動線待合・滞留空間が不足していることから、駅からまちに回遊しやすい空間形成が求められる。また、各交通モードが混在していることから、各交通モードと歩行者動線を分離し、安全性
の向上が求められる。
・JR四日市駅前広場と中央通りの接続が複雑であるため、駅前広場からの出入りが分かりにくい。
・現状使われていないクスノキの並木空間を有効活用し、都心居住者や来訪者が歩いて・憩えるような空間創出が求められる。
・近年の社会情勢の変化を踏まえると、限られた資源の中で都市を維持・管理していくために、都市形成の中で育んできた都市基盤や公共資本、都市機能などの既存ストックを有効に活用するとともに、交通ネットワークと連携した、「コンパクトシティ・プラス・ネットワー
ク」による持続可能なまちづくりが求められる。

【総合計画】
・「多様な都市機能が集積し、人で賑わい、まちの魅力にあふれるまちづくり」を進める。

近鉄四日市駅及びJR四日市駅を拠点とし、両駅を結ぶ中央通りを中心とした範囲に滞在快適性等向上区域を設定し、両駅を結ぶ歩行者空間の高質化を図るとともに、回遊性向上にむけたサイン整備等により、居心地が良く歩きたくなる魅力的なまちなかを創出する。

滞在快適性等向上区域での取組
70mの幅員を有する中央通りには、有効活用されていない並木空間が存在するため、片側３車線ずつの車道を狭めて集約することで、並木空間と一体となった歩行者空間を創出し、この空間を居心地が良く、歩きたくなる魅力的な回遊・滞留空間として整備する。
あわせて、、鵜の森公園、諏訪公園の再整備により、中央通りと一体となったウォーカブルな空間を形成する。
また、沿道建築物の１階部分に、緑化整備とテラス席を備えたオープンスペースを創出し、歩行者等にくつろぎの場を提供する「一体型快適性等向上事業」を実施する。

中心市街地における歩行者数（平
日）

中心市街地の回遊性の向上
居心地が良く歩きたくなるまちなか形成の効果を、歩行者数により
評価する。

60,116 60,630

中心市街地の活性化満足度評価
点

中心市街地まちづくりの満足度
魅力的なまちなか形成の効果を、市民満足度調査により評価す
る。

2.90 3.00

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【駅前空間、歩道、公園の高質化等の整備と連携した中心市街地の賑わいの再生】
・リニア中央新幹線の東京・名古屋間の開通による効果を最大限に生かすべく、市の玄関口となる近鉄四日市駅や JR四日市駅の駅前広場や歩道、公園
の高質化等の整備を行う。

【基幹事業】
公園：鵜の森公園、諏訪公園、市民公園
高質空間形成施設：中央通り歩行者空間
地域生活基盤施設：市役所東広場、情報板、人工地盤(自由通路)
滞在環境整備事業：ウォーカブルな滞在環境創出に向けた社会実験
【関連事業】
近鉄四日市駅・JR四日市駅周辺整備事業(都市・地域交通戦略推進事業)
一般国道１号近鉄四日市駅交通ターミナル整備事業
人々が集い憩える四日市港づくり
千歳運河緑地整備事業（５号物揚場）
一体型滞在快適性等向上事業（（仮称）四日市ビルのテラス空間等整備事業）

【居心地が良く歩きたくなる空間づくり】
　・商業施設等と歩道空間、周辺道路が一体となった歩行者空間の魅力的な演出

【協定制度等】一体型滞在快適性等向上事業
【都市・地域交通戦略推進事業】市道四日市中央線の歩行空間再編事業



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（まちなかウォーカブル推進事業） 様式（１）-④-３

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園 四日市市 直 A=21,300m2 R3 R6 R3 R6 402.5 402.5 402.5 402.5 1.10

公園 四日市市 直 A=10,800m2 R3 R6 R3 R6 232.5 232.5 232.5 232.5 ―

公園 四日市市 直 A=8,700m2 R3 R6 R3 R5 194 189 189 189 ―

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 広場 四日市市 直 A=5,000m2 R5 R6 R5 R6 157 157 157 157 ―

地域生活基盤施設 情報版 四日市市 直 N=50基 R6 R7 R6 R7 130 130 130 130 ―

地域生活基盤施設 人工地盤 四日市市 直 L=140m R6 R10 R6 R７ 2,567 35 35 35 ―

高質空間形成施設 緑化施設等 四日市市 直 A=18,200m2 R5 R7 R5 R7 1,091 1,091 1,091 1,091 ―

高質空間形成施設 情報化基盤施設 四日市市 直 R6 R7 R6 R7 196 196 196 196 ―

土地区画整理事業

市街地再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

街なみ環境整備事業

滞在環境整備事業 四日市市 直 R3 R4 R3 R4 69 69 69 69 ―

合計 5,039 2,502 2,502 0 2,502 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

四日市市 直 R7 R7 R7 R7 8 8 8 8

合計 8 8 8 0 8 …B

合計(A+B) 2,510
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

四日市市

駅前広場整備
A=15,000m2

中央通り再編
L=1.6km

〇 R2 R4 294

四日市市

駅前広場整備
A=15,000m2

中央通り再編
L=1.6km

〇 R3 R8 10,610

国 国土交通省
交通ターミナル整

備
A=7,000m2

〇 R3 R7 7,500

四日市港
管理組合

緑地Ａ＝0.16ha、
護岸改修Ｌ＝190m

〇 H23 R6 960

四日市港
管理組合

護岸工L=350m
緑地工L=420m

〇 H28 900

(株)グリーンズ
滞在環境整備
A=174.2m2

〇 R3 R4 17

合計 20,281

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

事業主体

規模所管省庁名

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

四日市市民公園

中央通り

交付対象事業費 2,510 交付限度額 1,255.0 国費率 0.5

事業 事業箇所名

事業 事業箇所名 事業主体

人々が集い憩える四日市港づくり 千歳運河緑地（４号物揚場）

千歳運河緑地整備事業（５号物揚場）

既存建造物活用事業

社会実験

事業活用調
査

事業効果分析調査

都市・地域交通戦略推進事業
【個別補助】

近鉄四日市駅・JR四日市駅周辺整備事
業

規模

市役所東広場

中央通り

諏訪公園

案内サイン整備

自由通路

細項目

千歳運河緑地（５号物揚場）

一体型滞在快適性等向上事業 テラス空間等整備

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

都市・地域交通戦略推進事業
【交付金】

近鉄四日市駅・JR四日市駅周辺整備事
業

交通結節点事業
一般国道1号
近鉄四日市駅交通ターミナル整備事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名

直／間 規模

まちづくり活
動推進事業

交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

鵜の森公園



協定制度等の取り組み

官民連携によるエリアマネジメント方針等

制度別詳細１ 制度別詳細２ 制度別詳細３ 制度別詳細４ 制度別詳細５ 制度別詳細６ 制度別詳細７ 制度別詳細８ 制度別詳細９ 制度別詳細１０ 制度別詳細１４

道路占用許可特
例（法第46条第10
項）

河川敷地占用許
可（河川敷地占用
許可準則22）

都市公園占用許
可特例（法第46条
第12項）

都市利便増進協
定（法第46条第25
項）

都市再生整備歩
行者経路協定（法
46条第24項）

低未利用土地利
用促進協定（法46
条第26項）

［滞在快適性等向
上区域］
一体型滞在快適
性等向上事業（法
第46条第3項第2
号）

［滞在快適性等向
上区域］
都市公園占用許
可特例（法第46条
第14項第1号）

［滞在快適性等向
上区域］
公園施設設置管
理許可特例（法第
46条第14号第2号
イ）

［滞在快適性等向
上区域］
公園施設設置管
理協定（法第46条
第14項第2号ロ）

［滞在快適性等向
上区域］
普通財産の活用
（法第46条第14項
第4号）

1 R３～R４
株式会社グリーンズ
(一体型滞在快適性等向
上事業実施主体）

○

2

3

4

5

滞在快適性等向上区域における駐車場の配置方針等

制度別詳細１１ 制度別詳細１２ 制度別詳細１３

［滞在快適性等向
上区域］
路外駐車場配置
等基準（法第46条
第14項第3号イ）

［滞在快適性等向
上区域］
駐車場出入口制
限（法第46条第14
項第3号ロ）

［滞在快適性等向
上区域］
集約駐車施設（法
第46条第14項第3
号ハ）

1

取組
取組の目的/取組によって解決される課

題
開始時期

活用する制度

事業主体(占用主体）

活用する制度

●官民が連携したオープン化の推進
　中央通りの歩行空間再編に伴い、民間側のオープン化にあわ
せて、来街者のための休憩や滞留のための施設として、民間敷
地内の外部空間にテーブル・ベンチを設置し、憩える空間の整
備を行う。

賑わいのある歩道空間を確保し、エリア
価値の向上を図る。

事業
事業の目的/事業によって解決される課

題
事業期間



制度別詳細７（一体型滞在快適性等向上事業）法第46条第3項第2号

制度別詳細【一体型滞在快適性等向上事業】

事業番号 事業内容 実施期間 実施主体

1 ●市道四日市中央線の歩行空間再編 R３～R８ 四日市市

2

事業の詳細

市道四日市中央線の歩道の歩行空間再編（歩道拡幅及び舗装の打ち換え等）を行う。

関連する市町村実施事業

制度の活用計画

事業番号 事業内容 事業期間 事業主体  

株式会社
グリーンズ

R3～R４
●店舗前面の広場化(緑化を含む)
●テラス席の設置1

●店舗前面のオープンスペースにウッドデッキを張り、広場化するとともに、建物外周をセットバックし
   一般の滞在として公開し、人の往来を誘導する。
・舗装：せっ器タイル：100㎡　コンクリート舗装：40㎡
・化粧蓋：12ヶ所
・SUSグレーチング：SUS ノンスリップ W9630 D300
・高木：メグスリノキ(6ｍ)、イロハモミジ(５ｍ株立)等18本
・低木、地被類：高木H0.6　6株/㎡　6.3㎡　地被類：36株/㎡　25.7㎡
・客土：山砂＋改良材　ｔ1000　32㎡
・舗装植栽帯見切材：St-L75×75　33ｍ　既成品ZAM　46.8ｍ
・自動散水機：電気式1機
・誘導ブロック：SUS ６枚分
・電灯設備
・外構軒天部　人工木材 60㎡　LGS　50×25＠150　15㎡　ケイカル板 18㎡

●テラス席の設置
・ベンチ　４基
・デスク　4基



制度別詳細7-1（一体型滞在快適性等向上事業）法第46条第3項第2号

事業番号１

制度別詳細【一体型滞在快適性等向上事業】

制度を活用して整備・設置する予定の施設等配置を示す地図及び設置イメージ

:  都市再生整備計画の区域

:  都市機能誘導区域

: 居住誘導区域

: 滞在快適性等向上区域

市役所

近鉄四日市駅

JR四日市駅

文化会館

事業番号１

一体型滞在快適性等向上事業

近鉄

四日市駅

1



制度別詳細7-2-①（一体型滞在快適性等向上事業）法第46条第3項第2号

事業番号1

制度別詳細【一体型滞在快適性等向上事業】
敷地平面図（土地・償却資産）

凡例 滞在快適性等向上施設等の整備範

囲 -174.2㎡

（不特定多数の者が利用可能）

建 物

●店舗前面のオープンスペースにウッドデッキを張り、広場化するとともに、建物外周をセット

バックし

一般の滞在通用として公開し、人の往来を誘導する。

・舗装：せっ器タイル：100㎡ コンクリート舗装：40㎡

・化粧蓋：12ヶ所

・SUSグレーチング：SUS ノンスリップ W9630 D300

・高木：メグスリノキ(6ｍ)、イロハモミジ(５ｍ株立)等18本

・低木、地被類：高木H0.6 6株/㎡ 6.3㎡ 地被類：36株/㎡ 25.7㎡

・客土：山砂＋改良材 ｔ1000 32㎡

・舗装植栽帯見切材：St-L75×75 33ｍ 既成品ZAM 46.8ｍ

・自動散水機：電気式1機

・誘導ブロック：SUS ６枚分

・電灯設備

・外構軒天部 人工木材 60㎡ LGS 50×25＠150 15㎡ ケイカル板 18㎡

●テラス席の設置

・ベンチ ４基

・デスク 4基

植栽エリア(高木・低木・舗装植栽耐見切材・

ベンチ・デスク設置

せっ器質タイル

SUSグレーチング

せっ器質タイル

化粧蓋

外構軒天部

誘導ブロック



制度別詳細7-2-②（一体型滞在快適性等向上事業）法第46条第3項第2号
事業番号1
制度別詳細【一体型滞在快適性等向上事業】

物品・写真 個数・面積・設置場所 備考

【ベンチ・テーブル】※イメージ 【個数】
・特注ベンチ×４
・テーブル×４

【設置場所】
・別紙図のとおり

・・・
【LGSルーバー】※イメージ LGS　50×25＠150　15㎡

・・・

・・・

償却資産



制度別詳細7-2-②（一体型滞在快適性等向上事業）法第46条第3項第2号
事業番号1
制度別詳細【一体型滞在快適性等向上事業】

物品・写真 個数・面積・設置場所 備考

【グレーチング】※イメージ 【個数】
SUS　ノンスリップ　W9630 D300

・・・
【せっ器式タイル】※イメージ せっ器タイル：100㎡

・・・
【点字鋲】※イメージ ・誘導ブロック：SUS 13面

・・・

償却資産



制度別詳細7-2-②（一体型滞在快適性等向上事業）法第46条第3項第2号
事業番号1
制度別詳細【一体型滞在快適性等向上事業】

物品・写真 個数・面積・設置場所 備考

【化粧蓋】※イメージ 12ヶ所

・・・
【植栽帯】※イメージ ・高木：メグスリノキ(6ｍ)、イロハモミジ(５ｍ株立)等18本

・低木、地被類：高木H0.6　6株/㎡　6.3㎡　地被類：36株/㎡　25.7㎡
・客土：山砂＋改良材　ｔ1000　32㎡
・舗装植栽帯見切材：St-L75×75　33ｍ　既成品ZAM　46.8ｍ
・自動散水機：電気式1機

・・・
【人工木材】※イメージ 軒天部60 ㎡

・・・

償却資産



制度別詳細7-2-③（一体型滞在快適性等向上事業）法第46条第3項第2号
事業番号1

制度別詳細【一体型滞在快適性等向上事業】
家屋立面図・平面図

1階部分の壁面積 （概算面積） L＝30ｍ / H＝4.2ｍ / A＝123㎡ L＝25ｍ / H＝3.2ｍ / A＝80㎡ 合計203㎡程度

建築物の前面道路沿いに誰でも使えるテラス空間を整備

不特定多数の者が自由に滞在・交流できる施設(イメージ)



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

　リージョン・コアYOKKAICHI地区（三重県四日市市） 面積 185(122.9) ha 区域
安島一丁目、安島二丁目、鵜の森一丁目、諏訪栄町、浜田町、諏訪町、
三栄町、栄町、幸町、本町、朝日町、沖の島町

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

市役所

近鉄四日市駅

JR四日市駅

伊勢湾

都市再生整備計画区域

リージョン・コアYOKKAICHI地区(185ha)

滞在快適性等向上区域

リージョン・コアYOKKAICHI地区(122.9ha)

文化会館

Ｎ

：都市再生整備計画区域

：滞在快適性等向上区域

：都市機能誘導区域

：居住誘導区域



様式（１）-⑦-３

中心市街地における歩行者数（平日） （人/日） 60,116 H30年度 → 60,630 （R7年度）
中心市街地における歩行者数（休日） （人/日） 58,406 H30年度 → 61,670 （R7年度）
中心市街地の活性化満足度評価点 （点） 2.90 R1年度 3.00 （R7年度）

リージョン・コアYOKKAICHI地区（三重県四日市市）　整備方針概要図（まちなかウォーカブル推進事業）

目標

JR四日市駅及び近鉄四日市駅の駅前広場整備と連携したまちづくりとして、両
駅を結ぶ中央通りの街路空間再編、公園再整備等により、居心地が良く歩きた
くなる魅力的なまちなかを形成し、中心市街地における賑わいの創出や都市の
魅力向上を図る。

代表的
な指標

■基幹事業（公園）

鵜の森公園再整備

市役所

■基幹事業（地域生活基盤施設）

市役所東広場整備

近鉄四日市駅
○関連事業

都市・地域交通戦略推進事業

【交付金】【個別補助】

(近鉄四日市駅・JR四日市駅周辺整備事業)

○関連事業

交通結節点事業

（一般国道１号近鉄四日市駅交通ターミナル整備事業）

JR四日市駅

■基幹事業（高質空間形成施設）

街路空間再編、情報化基盤施設

■基幹事業（地域生活基盤施設）

人工地盤(自由通路)整備

○関連事業

人々が集い憩える四日市港づくり

千歳運河緑地整備事業（５号物揚場）

■基幹事業（地域生活基盤施設）

情報板（サイン）整備

凡 例

基幹事業

提案事業

関連事業

□提案事業

事業効果分析調査

伊勢湾

都市再生整備計画区域

リージョン・コアYOKKAICHI地区(185ha)

滞在快適性等向上区域

リージョン・コアYOKKAICHI地区(122.9ha)

文化会館

Ｎ

■基幹事業（滞在環境整備事業）

社会実験

○関連事業

一体型滞在快適性等向上事業

テラス空間等整備

■基幹事業（公園）

四日市市民公園再整備

■基幹事業（公園）

諏訪公園再整備



様式（２）-①

都市再生整備計画の添付書類等

交付対象事業別概要（第１回変更）

リージョン・コアYOKKAICHI地区　（三重
みえ

県四日市
よっかいち

市）
よ っ か い ち



様式（２）-②

　リージョン・コアYOKKAICHI地区（三重県四日市市）　現況図

市役所

近鉄四日市駅

JR四日市駅

国
道
1号

国
道
23

号

伊勢湾

近
鉄

名
古

屋
線

JR
関

西
本

線

都市再生整備計画区域

リージョン・コアYOKKAICHI地区(185ha)

滞在快適性等向上区域

リージョン・コアYOKKAICHI地区
(122.9ha)

土地利用状況

文化会館



交付限度額算定表（その１） リージョン・コアYOKKAICHI地区　（三重県四日市市）様式（２）-③

各事業の交付要綱に掲げる式による交付限度額の合計（X） 百万円 規則第16条第1項に基づく交付限度額（Y) 30,439.0 百万円 本計画における交付限度額 1,255.0 百万円

規則第16条第１項に基づく限度額算定

Ａｕ ㎡ Ａｐ 0 ㎡ 住宅施設 0 円
公共施設の上限整備水準 公共施設の現況整備水準 建設予定戸数（戸） 超高層

区域面積（㎡） 整備水準が明らかになっている類似市街地等からの推定 一般
推定現況整備水準(小数第２位まで) 合計 0
推定公共施設面積（㎡） 0 標準整備費（円/戸） 超高層 一般

北海道特別地区 41,310,000 33,500,000
個別公共施設の積み上げ 北海道一般地区 38,190,000 30,990,000

面積（㎡） 割合 特別地区 49,120,000 35,690,000
道路 - 大都市地区 37,170,000 30,180,000
公園 - 多雪寒冷地区 41,510,000 32,370,000
広場 - 奄美地区 39,520,000 35,640,000

Ｃｌ 円/㎡ 緑地 - 沖縄地区 30,280,000 30,280,000
単位面積あたりの標準的な用地費 公共施設合計 0 0 一般地区 33,700,000 28,640,000

標準地点数
公示価格の平均値（円/㎡） Cnを考慮しない場合の交付限度額（Y1) 30439 百万円 市街地再開発事業による施設建築物 0 円

単位面積あたりの標準的な補償費 施設建築物の延べ面積（㎡）

当該区域内の戸数密度（戸/㎡） 標準共同施設整備費（円/㎡） 132,000
標準補償費（円/戸） ∑Ｃｎ 0 円

下水道 0 円 電線共同溝等 0 円
区域面積（㎡） 1,850,000 電線共同溝等延長（ｍ）

Ｃf 円/㎡ うち現況の供用済み区域面積（㎡） 標準整備費（円/ｍ） 680,000
標準整備費（円/㎡） 3,600

人工地盤 0 円
控除額 百万円 0 円 人工地盤の延べ面積（㎡）
まちづくり交付金とは別に国庫補助事業等により整備する施設 上限床面積（㎡） 9,400 標準整備費（円/㎡） 5,300,000

標準整備費（円/㎡） 466,675
協議して額を定める大規模構造物等 0 円

調整池 0 円 大規模構造物等 協議状況 整備費（円）

調整池の容積（ｍ3）
標準整備費（円/ｍ3） 140,000

河川 0 円
河川整備延長（ｍ）

合計 0 標準整備費（円/ｍ） 3,700,000 Ｃｎを考慮した場合の交付限度額（Y2) 30439 百万円

各事業の交付要綱に掲げる式による交付限度額（活用する交付金の欄のみご記載ください。）
＜都市構造再編集中支援事業＞

百万円

＜都市再生整備計画事業＞
百万円

＜まちなかウォーカブル推進事業＞
1,270.5 百万円

1,255.0 X≦Yゆえ、

740,000

1,850,000

当該区域
の特性に
応じて国
土交通大
臣が定め
る割合

区域の面積が10ha未満の地区 0.50

〇 最近の国勢調査の結果による人口集中地区内 0.45

その他の地域 0.40

86,675

8
86,675

44,000,000

23,000

20,281 地域交流センター等の公益施設（建築物）

施設名（事業名） 面積（㎡）
国庫補助事業
費等（百万円）

都市・地域交通戦略推進事業【交付金】 294
都市・地域交通戦略推進事業【個別補助】 10610
近鉄四日市駅交通ターミナル整備事業 7500
人々が集い憩える四日市港づくり 960
千歳運河緑地整備事業（５号物揚場） 900
一体型滞在快適性等向上事業テラス空間等整備 17

20281

交付限度額(X1)

交付限度額(X2)

交付限度額(X3)



交付限度額算定表（その２）（まちなかウォーカブル推進事業） リージョン・コアYOKKAICHI地区　（三重県四日市市） 様式（２）-④-３

社会資本整備総合交付金交付要綱に掲げる式による限度額算定（詳細）
※水色のセルに事業費等必要事項を入力して下さい。（百万円単位） 単位：百万円
○交付対象事業費（必ず入力 ） （百万円） （百万円）

基幹事業合計（A） 2,502.000 A （事業費） １）式で求まる額（5/10*(A+B)） 1,255.000 ① （国費）
提案事業合計（B） 8.000 B （事業費） ２）式で求まる額（5/8*A） 1,563.750 ② （国費）
合計(A+B) 2,510.000 （事業費） 上記①、②の小さい方 1,255.000 ③ （国費）
提案事業割合(B/(A+B)) 0.004 国費率（③÷(A+B)） 0.500 ④ （国費率）

○交付限度額、国費率の算出

交付対象事業費(A+B) 2,510.0 （事業費）
社会資本整備総合交付金交付要綱に掲げ
る式による交付限度額（⑯を１万円の位を
切り捨て）

1,255.0 ⑰ （国費）

国費率 0.500 ⑱ （国費率）

交付対象事業費
⇒



年次計画（まちなかウォーカブル推進事業） 様式（２）-⑤-３

（事業費：百万円）

基幹事業

交付対象 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和7年度

事業費

道路
公園 四日市市 402.5 17.5 25 120 240

公園 四日市市 232.5 8.5 14 100 110

公園 四日市市 189 11 4 174

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 広場 四日市市 157 7 150

地域生活基盤施設 情報版 四日市市 130 30 100

地域生活基盤施設 人工地盤 四日市市 35 35

高質空間形成施設 緑化施設等 四日市市 1,091 25 476 590

高質空間形成施設 情報化基盤施設 四日市市 196 98 98

土地区画整理事業

市街地再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

街なみ環境整備事業

滞在環境整備事業 四日市市 69 69

計 2,502 106 43 426 1,104 823

提案事業

交付対象 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

事業費

四日市市 8 8

計 8 0 0 0 0 8

合計 2,510 106 43 426 1,104 831

累計進捗率　（％） 4.2% 5.9% 22.9% 66.9% 100.0%

交付対象 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

事業費

0 0 0 0 0 0

累計進捗率 （％） #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

交付対象 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

事業費
四日市市 150 12 138
四日市市 10883 1512 1193 4403 1458 2317

国土交通省

四日市港管理組合

四日市港管理組合

(株)グリーンズ 17 17

11050 1524 1348 4403 1458 2317

累計進捗率 （％） 13.8% 26.0% 65.8% 79.0% 100.0%

事業 事業箇所名 事業主体
細項目

鵜の森公園

諏訪公園

四日市市民公園

市役所東広場

案内サイン整備

自由通路

中央通り

既存建造物活用事業

中央通り

社会実験

事業 事業箇所名 事業主体
細項目

地域創造
支援事業

事業活用
調査

事業効果分析調査 ―

まちづくり活動
推進事業

（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

事業 事業箇所名 事業主体

合計

（参考）関連事業

事業 事業箇所名 事業主体

都市・地域交通戦略推進事業【交付金】 近鉄四日市駅・JR四日市駅周辺整備事業

都市・地域交通戦略推進事業【個別補助】 近鉄四日市駅・JR四日市駅周辺整備事業

交通結節点事業 一般国道1号近鉄四日市駅交通ターミナル整備事業

人々が集い憩える四日市港づくり 千歳運河緑地（４号物揚場）

千歳運河緑地整備事業（５号物揚場） 千歳運河緑地（５号物揚場）

一体型滞在快適性等向上事業 テラス空間等整備

合計



事業活用調査 ・ まちづくり活動推進事業 ・ 地域創造支援事業
（単位：百万円）

開始年度 完了年度 うち調査費 うち用地費 うち整備費 うち購入費
事業活用調査 　本計画の事業完了に合わせて、市民等の評価を確

認するとともに、歩行者数等の調査を実施し、都市再
生整備計画事業の効果を検証する。

四日市市 R７ R７ 8 8 歩行者数・アンケート調査委託

事業名
交付期間内事業費

事業概要 事業主体 規模
交付期間内事業期間

その他事業費の主な使途概要



公園（都市公園：その１）

ふりがな 当初の都市計画決定　(*4) 事 業 期 間 令和3年度から令和6年度 施策公園名　(*5)

公園名又は地区名 直近の都市計画変更　(*4) （完成予定年度） 令和6年度

種別　(*1) 当初の事業認可取得時期　(*4) 全体事業費

計画面積(ha)
(*2)

2.13 供用済み面積(ha)　(*3) 2.13 直近の事業認可取得時期　(*4)
※単独費等も含
んだ総事業費

402.5 百万円

地区交付事業の場合は、Ⅰ～Ⅱのうち該当する事業に○を付けて必要事項を記入する。

公園又は地区の概要（目的、計画概要）

Ⅰ　緑化重点地区総合整備事業　　（　　　　） （*6) Ⅱ　中心市街地活性化広場公園整備事業　　（　　　　） (*6)

地区の位置づけ 緑の基本計画の策定時期 　年　　月 商業地域面積 広場公園地区に占める商業地域及び近隣商業地域の割合 ％

（　　　　　） ①都市景観形成地区（都市の中心駅周辺、官公庁街や商業・業務の中心等都市の拠点となる ha 中心市街地基本計画策定時期 年　　月

地域であり、景観形成のために緑地の整備と緑化を行う必要性が特に高い地区）
近隣商業地域面積 地区に占める35ＤＩＤ区域の面積と割合

（　　　　　） ②都市環境改善地区（クールアイランドや風の道の形成などによる都市のヒートアイランド現象の
ha ha ％

緩和、河川等と一体となったエコロジカルネットワークの形成など、都市環境の改善のために重点 Ⅰ、Ⅱの事業地区において整備を実施する都市公園等

的に緑地の整備と緑化を行う必要性が特に高い地区）
公園等名 種別等　(*7) 面積(㎡) 公園等名 種別等　(*7) 面積(㎡)

（　　　　　） ③防災機能向上地区（避難地の面積が十分に確保できていない等防災上課題があり、緊急的に

延焼防止帯等となる緑地の確保及び市街地の緑化を行う必要性が特に高い地区）

事業箇所ごとに１枚作成すること。ただし、地区採択事業の場合は、地区ごとに１枚とする。

*1　「種別」の欄には、「街区公園」、「近隣公園」、「地区公園」、「特定地区公園」、「総合公園」、「運動公園」、「広域公園」、「レクリエーション都市」、「風致公園」、「墓園」、「緩衝緑地」、「都市緑地」、「緑道」のいずれかを記入。

　　地区交付事業の場合は、緑重１（緑化重点地区総合整備事業のうち①、②の要件に係るもの）、緑重２（緑化重点地区総合整備事業のうち③の要件に係るもの）、緑重３（中心市街地活性化広場公園整備事業）と記入。

*2　地区交付事業の場合は、地区面積を記入。(単位：ha）

*3　まちづくり交付金事業実施以前の供用済み面積を記載。地区交付事業の場合は、地区内で事業を行う都市公園に係る供用面積の合計を記入。（単位：ha）

*4　地区交付事業の場合は、記入不要。

*5　国が定める政策課題に対応する個別補助事業の対象となる都市公園である場合は、「防災公園」、「自然再生緑地」、「歴史・観光関連公園」、「イベント関連公園」、「大規模公園」のいずれかを記入。

*6　地区交付事業の場合、Ⅰ、Ⅱのどちらの要件に該当するか○を記入する。地区交付事業でない場合は、記入不要。

*7　緑化重点地区総合整備事業において、都市公園以外の公共公益施設の緑化を行う場合は、当該施設名称を記入。（小学校、市庁舎等）

その他：地区交付事業の設計図（平面図）は、まちづくり交付金で整備する都市公園全てについて添付すること。また設定した地区及び地区内の整備箇所（交付金、単独問わず）については、整備方針概要図の中に明示すること。

　　鵜の森公園は、鵜の森神社に隣接し、茶室を有する文化の香り高い公園であるが、前回のリニューアルから25年以上経ち、公園を取り巻く環境は変化し、利活用のあり方も多様化
している。今回の整備で公園機能の見直しを行い、現在の利用形態に見合った再整備を実施するものである。

うのもりこうえん 昭和22年11月8日

鵜の森公園 昭和44年1月30日

近隣公園 　　年　　月　　日

　　年　　月　　日



公園（都市公園：その２）

ふりがな

公園名又は地区名

地域の抱える課題に対する当該公園又は地区の役割

用地取得計画（㎡） 施設整備計画（交付金事業で実施するもの）　(*1)

まち交以前 まち交取得面積 残面積 合計 備考 施設名 規模、構造・工法等 特記事項

買収

（内買い戻し）

国公有地

その他

合計

計画期間中の事業費

費　　　目 まち交以前 まち交事業費 残事業費 合計 備考

交付金事業費 用地費

（百万円） 施設費 402.5 402.5

計 402.5 402.5

単独事業費 用地費

（百万円） 施設費

計

合計 用地費

（百万円） 施設費 402.5 402.5

計 402.5 402.5

供用予定面積(㎡)

事業箇所ごとに１枚作成すること。ただし、地区交付事業の場合は、地区ごとに１枚とする。

*1　「施設名」の欄には、都市公園法第２条及び施行令第５条に定められている公園施設の分類で記入。

　　地区交付事業の場合は、「施設名」に都市公園等の名称、「規模、構造・工法等」に種別及び面積（㎡）、「特記事項」に整備内容（主要施設）を記入する。

*2　青色で着色してあるセルは自動計算されるので入力しないこと。

うのもりこうえん

鵜の森公園

　鵜の森公園は、近鉄四日市駅西口から500m圏内にあり、オフィスを有するビルや高層マンションが数多く立地し、比較的閑静な居住エリアに位置している。公園内には茶室を有し、
文化の香り高い公園として市民に親しまれてきたが、リニューアルから25年以上経ち、諸施設に老朽化が多くみられるようになった。今後も周辺住民の憩いの場として、多世代の方に利
用していただけるように遊戯施設の拡充を行う等、公園機能を見直すことで、良好な居住環境形成の一助となることを目指す。

修景施設 植栽

管理施設 照明施設

休養施設 ベンチ

便益施設 便所

遊戯施設 遊具





公園（都市公園：その１）

ふりがな 当初の都市計画決定　(*4) 事 業 期 間 令和3年度から令和6年度 施策公園名　(*5)

公園名又は地区名 直近の都市計画変更　(*4) （完成予定年度） 令和6年度

種別　(*1) 当初の事業認可取得時期　(*4) 全体事業費

計画面積(ha)
(*2)

1.08 供用済み面積(ha)　(*3) 1.08 直近の事業認可取得時期　(*4)
※単独費等も含
んだ総事業費

232.5 百万円

地区交付事業の場合は、Ⅰ～Ⅱのうち該当する事業に○を付けて必要事項を記入する。

公園又は地区の概要（目的、計画概要）

Ⅰ　緑化重点地区総合整備事業　　（　　　　） （*6) Ⅱ　中心市街地活性化広場公園整備事業　　（　　　　） (*6)

地区の位置づけ 緑の基本計画の策定時期 　年　　月 商業地域面積 広場公園地区に占める商業地域及び近隣商業地域の割合 ％

（　　　　　） ①都市景観形成地区（都市の中心駅周辺、官公庁街や商業・業務の中心等都市の拠点となる ha 中心市街地基本計画策定時期 年　　月

地域であり、景観形成のために緑地の整備と緑化を行う必要性が特に高い地区）
近隣商業地域面積 地区に占める35ＤＩＤ区域の面積と割合

（　　　　　） ②都市環境改善地区（クールアイランドや風の道の形成などによる都市のヒートアイランド現象の
ha ha ％

緩和、河川等と一体となったエコロジカルネットワークの形成など、都市環境の改善のために重点 Ⅰ、Ⅱの事業地区において整備を実施する都市公園等

的に緑地の整備と緑化を行う必要性が特に高い地区）
公園等名 種別等　(*7) 面積(㎡) 公園等名 種別等　(*7) 面積(㎡)

（　　　　　） ③防災機能向上地区（避難地の面積が十分に確保できていない等防災上課題があり、緊急的に

延焼防止帯等となる緑地の確保及び市街地の緑化を行う必要性が特に高い地区）

事業箇所ごとに１枚作成すること。ただし、地区採択事業の場合は、地区ごとに１枚とする。

*1　「種別」の欄には、「街区公園」、「近隣公園」、「地区公園」、「特定地区公園」、「総合公園」、「運動公園」、「広域公園」、「レクリエーション都市」、「風致公園」、「墓園」、「緩衝緑地」、「都市緑地」、「緑道」のいずれかを記入。

　　地区交付事業の場合は、緑重１（緑化重点地区総合整備事業のうち①、②の要件に係るもの）、緑重２（緑化重点地区総合整備事業のうち③の要件に係るもの）、緑重３（中心市街地活性化広場公園整備事業）と記入。

*2　地区交付事業の場合は、地区面積を記入。(単位：ha）

*3　まちづくり交付金事業実施以前の供用済み面積を記載。地区交付事業の場合は、地区内で事業を行う都市公園に係る供用面積の合計を記入。（単位：ha）

*4　地区交付事業の場合は、記入不要。

*5　国が定める政策課題に対応する個別補助事業の対象となる都市公園である場合は、「防災公園」、「自然再生緑地」、「歴史・観光関連公園」、「イベント関連公園」、「大規模公園」のいずれかを記入。

*6　地区交付事業の場合、Ⅰ、Ⅱのどちらの要件に該当するか○を記入する。地区交付事業でない場合は、記入不要。

*7　緑化重点地区総合整備事業において、都市公園以外の公共公益施設の緑化を行う場合は、当該施設名称を記入。（小学校、市庁舎等）

その他：地区交付事業の設計図（平面図）は、まちづくり交付金で整備する都市公園全てについて添付すること。また設定した地区及び地区内の整備箇所（交付金、単独問わず）については、整備方針概要図の中に明示すること。

諏訪公園は中心市街地の商店街の中に位置する近隣公園である。1995年に、中世ヨーロッパ調の噴水付中庭をイメージした公園としてリニューアルされたも
のであるが、それから25年が経過し、市民の公園利用に対するニーズの変化や施設の老朽化が進んでいる。そのため、市民の主体的な活動、イベントなどとの
機能的・空間的な連携を取りやすく、利便性の高い拠点となるような再整備を実施するものである。

すわこうえん 昭和22年11月8日

諏訪公園 昭和44年1月30日

近隣公園 　　年　　月　　日

　　年　　月　　日



公園（都市公園：その２）

ふりがな
公園名又は地区名

地域の抱える課題に対する当該公園又は地区の役割

用地取得計画（㎡） 施設整備計画（交付金事業で実施するもの）　(*1)

まち交以前 まち交取得面積 残面積 合計 備考 施設名 規模、構造・工法等 特記事項

買収

（内買い戻し）

国公有地

その他

合計

計画期間中の事業費

費　　　目 まち交以前 まち交事業費 残事業費 合計 備考

交付金事業費 用地費

（百万円） 施設費 232.5 232.5

計 232.5 232.5

単独事業費 用地費

（百万円） 施設費

計

合計 用地費

（百万円） 施設費 232.5 232.5

計 232.5 232.5

供用予定面積(㎡)

事業箇所ごとに１枚作成すること。ただし、地区交付事業の場合は、地区ごとに１枚とする。

*1　「施設名」の欄には、都市公園法第２条及び施行令第５条に定められている公園施設の分類で記入。

　　地区交付事業の場合は、「施設名」に都市公園等の名称、「規模、構造・工法等」に種別及び面積（㎡）、「特記事項」に整備内容（主要施設）を記入する。

*2　青色で着色してあるセルは自動計算されるので入力しないこと。

すわこうえん

諏訪公園

諏訪公園は商店街の中にある公園であり、また園内には交流館があるため、当公園はこれら利用者の憩いの場となる他、商店街や交流館などが主催する催し
が頻繁に行われる場所である。現状ではオープンスペースが少ないため、イベントなどとの機能的・空間的な連携を取りやすいオープンスペース機能を重視し
た公園整備を行うものである。

修景施設 芝生、植栽、日陰たな、噴水

休養施設 東屋、ベンチ

便益施設 便所、手洗場、駐輪場

遊戯施設 遊具

管理施設 照明施設





公園（都市公園：その１）

ふりがな 当初の都市計画決定　(*4) 事 業 期 間 令和３年度から令和5年度 施策公園名　(*5)

公園名又は地区名 直近の都市計画変更　(*4) （完成予定年度） 令和5年度

種別　(*1) 当初の事業認可取得時期　(*4) 全体事業費

計画面積(ha)
(*2)

0.87 供用済み面積(ha)　(*3) 0.87 直近の事業認可取得時期　(*4)
※単独費等も含
んだ総事業費

194 百万円

地区交付事業の場合は、Ⅰ～Ⅱのうち該当する事業に○を付けて必要事項を記入する。

公園又は地区の概要（目的、計画概要）

Ⅰ　緑化重点地区総合整備事業　　（　　　　） （*6) Ⅱ　中心市街地活性化広場公園整備事業　　（　　　　） (*6)

地区の位置づけ 緑の基本計画の策定時期 　年　　月 商業地域面積 広場公園地区に占める商業地域及び近隣商業地域の割合 ％

（　　　　　） ①都市景観形成地区（都市の中心駅周辺、官公庁街や商業・業務の中心等都市の拠点となる ha 中心市街地基本計画策定時期 年　　月

地域であり、景観形成のために緑地の整備と緑化を行う必要性が特に高い地区）
近隣商業地域面積 地区に占める35ＤＩＤ区域の面積と割合

（　　　　　） ②都市環境改善地区（クールアイランドや風の道の形成などによる都市のヒートアイランド現象の
ha ha ％

緩和、河川等と一体となったエコロジカルネットワークの形成など、都市環境の改善のために重点 Ⅰ、Ⅱの事業地区において整備を実施する都市公園等

的に緑地の整備と緑化を行う必要性が特に高い地区）
公園等名 種別等　(*7) 面積(㎡) 公園等名 種別等　(*7) 面積(㎡)

（　　　　　） ③防災機能向上地区（避難地の面積が十分に確保できていない等防災上課題があり、緊急的に

延焼防止帯等となる緑地の確保及び市街地の緑化を行う必要性が特に高い地区）

事業箇所ごとに１枚作成すること。ただし、地区採択事業の場合は、地区ごとに１枚とする。

*1　「種別」の欄には、「街区公園」、「近隣公園」、「地区公園」、「特定地区公園」、「総合公園」、「運動公園」、「広域公園」、「レクリエーション都市」、「風致公園」、「墓園」、「緩衝緑地」、「都市緑地」、「緑道」のいずれかを記入。

　　地区交付事業の場合は、緑重１（緑化重点地区総合整備事業のうち①、②の要件に係るもの）、緑重２（緑化重点地区総合整備事業のうち③の要件に係るもの）、緑重３（中心市街地活性化広場公園整備事業）と記入。

*2　地区交付事業の場合は、地区面積を記入。(単位：ha）

*3　まちづくり交付金事業実施以前の供用済み面積を記載。地区交付事業の場合は、地区内で事業を行う都市公園に係る供用面積の合計を記入。（単位：ha）

*4　地区交付事業の場合は、記入不要。

*5　国が定める政策課題に対応する個別補助事業の対象となる都市公園である場合は、「防災公園」、「自然再生緑地」、「歴史・観光関連公園」、「イベント関連公園」、「大規模公園」のいずれかを記入。

*6　地区交付事業の場合、Ⅰ、Ⅱのどちらの要件に該当するか○を記入する。地区交付事業でない場合は、記入不要。

*7　緑化重点地区総合整備事業において、都市公園以外の公共公益施設の緑化を行う場合は、当該施設名称を記入。（小学校、市庁舎等）

その他：地区交付事業の設計図（平面図）は、まちづくり交付金で整備する都市公園全てについて添付すること。また設定した地区及び地区内の整備箇所（交付金、単独問わず）については、整備方針概要図の中に明示すること。

　　近鉄四日市駅の西側に位置する四日市市民公園は、四日市公害と環境未来館や商業施設(トナリエ四日市)、都ホテルが隣接しており、公園内のILB舗装による広場や芝生広場を
活用した様々なイベント等が実施されるなど、まちなかのオープンスペースとして広く利活用されている公園である。今回、公園に接する中央通りの再編（都市・地域交通戦略推進事業
における「ゆとりある駅まち空間の再構築」を活用）に合わせて、中央通りの歩行者空間と公園を一体的な公共空間として活用できるよう、芝生スペースの拡充やステージの整備等によ
るリニューアルを行うことで、中心市街地にウォーカブルな空間を創出するものである。

よっかいちしみんこうえん 昭和62年3月13日

四日市市民公園 平成1年4月27日

近隣公園 　　年　　月　　日

　　年　　月　　日



公園（都市公園：その２）

ふりがな

公園名又は地区名

地域の抱える課題に対する当該公園又は地区の役割

用地取得計画（㎡） 施設整備計画（交付金事業で実施するもの）　(*1)

まち交以前 まち交取得面積 残面積 合計 備考 施設名 規模、構造・工法等 特記事項

買収

（内買い戻し）

国公有地

その他

合計

計画期間中の事業費

費　　　目 まち交以前 まち交事業費 残事業費 合計 備考

交付金事業費 用地費

（百万円） 施設費 189 189

計 189 189

単独事業費 用地費

（百万円） 施設費 5 5

計 5 5

合計 用地費

（百万円） 施設費 194 194

計 194 194

供用予定面積(㎡)

事業箇所ごとに１枚作成すること。ただし、地区交付事業の場合は、地区ごとに１枚とする。

*1　「施設名」の欄には、都市公園法第２条及び施行令第５条に定められている公園施設の分類で記入。

　　地区交付事業の場合は、「施設名」に都市公園等の名称、「規模、構造・工法等」に種別及び面積（㎡）、「特記事項」に整備内容（主要施設）を記入する。

*2　青色で着色してあるセルは自動計算されるので入力しないこと。

よっかいちしみんこうえん

四日市市民公園

　近鉄四日市駅周辺における歩行者動線については、四日市市民公園に隣接する商業施設（トナリエ四日市）と近鉄四日市駅を結ぶ、駅北側のふれあいモールが中心となっており、
駅南側の中央通り側においても、駅西街区や四日市市民公園から駅東側にかけての歩行者動線や滞留空間を確保し、回遊性を高めることで、賑わいを創出する必要がある。

修景施設 植栽

休養施設 ベンチ

便益施設 ステージ、便所

管理施設 照明施設





地域生活基盤施設 単位：百万円

概要 交付期間内事業費内訳

交付対象施設 施設名 事業主体 （面積、幅員、 交付期間内 設計費 用地費 施設整備費 備考

（路線名等） 延長、規模等） 事業費 うち購入費

緑地 －

広場 市役所東広場 四日市市 A=5,000m2 157 7 150 －

駐車場

自転車駐車場

荷物共同集配施設

公開空地 －

情報板 案内サイン整備 四日市市 50基 130 30 100 －

施設種別：

自由通路 四日市市 L=140m 35 35 －

合計 － － － 322 72 0 250 0

人工地盤

地域防災施設



市役所前からJR四日市駅側を望むアングル
（市役所前広場・市役所東広場）

市役所東広場

市役所

※現時点の計画に基づくイメージであり、整備内容を決定するものではありません



高質空間形成施設 単位：百万円
概要 交付期間内事業費内訳

交付対象施設 施設名 事業主体 （箇所数、規模等） 交付期間内 備考

事業費 設計費 用地費 施設整備費

緑化施設等（植栽・緑化施
設、せせらぎ・カスケード、カ
ラー舗装・石畳、照明施設、
給電・給排水施設、ストリート
ファニチャー・モニュメント、
土塁、堀跡等）

中央通り街路空間 四日市市 A=18,200m2 1091 25 0 1066

電線類地下埋設施設

電柱電線類移設

地域冷暖房施設 － －

歩行支援施設、障害者誘導
施設等

情報化基盤施設 スマート街路灯等 四日市市 196 0 196

合計 － － － 1287 25 0 1262



国道1号からJR四日市駅側を望むアングル
（商工会議所前広場）

国道１号

商工会議所

※現時点の計画に基づくイメージであり、整備内容を決定するものではありません



滞在環境整備事業 単位：百万円
概要 交付期間内事業費内訳

項目 施設名／調査内容 事業主体 （箇所数、規模等） 交付期間内 備考

事業費 設計費 用地費 施設整備費

滞在環境の向上に資
する環境整備（トイ
レ、倉庫、トランジット
モール化に必要な施
設等）

滞在環境整備に関す
る調査等（社会実験、
コーディネート等）

車線減少やクスノキ
の並木空間の活用
により生み出される
空間における、賑わ
い創出（利活用)社
会実験

四日市市 １箇所 69 69

－ －

合計 － － － 69 69



社会実験計画（素案）

※「■~~」は各メニューを実践するのに求められる人物像です。
※赤字はディスカッションしてほしい部分を示しています。

四日市市役所

四日市市総合会館
四日市
商工会議所

国
道
１
号

三
滝
通
り


